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｠ 現代社会に必要不可欠である多種多様な有用化合物の殆どが、触媒の存在下、人工的

に大量合成される今日、高活性・高選択性を担う高性能触媒の働きを解明し、次世代の

触媒開発に必要な触媒設計指針を得ることが、益々重要になってきている。高活性触媒

の役割と触媒作用を分子レベルで解明するには、触媒反応が効率良く進行しているその

場 (in-situ) で、かつ物質変換がなされる時間分解能で、触媒活性構造のダイナミック

な構造変化をリアルタイム解析することが極めて重要である。我々は、物構研の野村昌

治教授、稲田康宏准教授と共同で、硬 X 線領域の時間分解エネルギー分散型 XAFS 

(DXAFS) 法の開発・改良を進め、現在までに 10 マイクロ秒の時間分解能で、単発反

応のリアルタイム XAFS測定を実現した。この NW2Aでの in-situ時間分解 DXAFSを

用いた最新の研究の中から、(1) 我々の研究室で開発に成功したベンゼンと酸素からの

フェノール直接合成に世界最高の触媒性能を示す新型 Re クラスター触媒 1の、フェノ

ール直接合成反応におけるダイナミック触媒活性構造解析 2と、(2) トヨタ自動車と共

同で行った実用燃料電池触媒の燃料電池起電過程における in-situ時間分解XAFS解析に

よる Ptカソード燃料電池触媒の劣化機構の解明 3について紹介させて頂きたい。 
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